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争点争点とと選択選択
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安
倍
版「
骨
太
方
針
」　

歯
科
医
療
危
機
に
拍
車医

療
改
善
を
実
現
す
る
勢
力
の
選
択
を

2015年度までに予定されている
負担増の一覧

項　　目項　　目 時期時期 金額金額

消費税の税率引き上げ３％分 14年４月 ８兆１千億円
消費税の税率引き上げ２％分 15年10月 ５兆４千億円
年金減額（0.3%）
（2012年度分） 12年６月 ２千億円

年金減額（0.9%）
（特例水準の解消） 12年12月 ５千億円

年金減額（0.8%）
（特例水準の解消） 13年６月 ４千億円

年金減額（0.8%）
（特例水準の解消） 14年６月 ４千億円

年金減額（0.9%） 15年？月 ５千億円
子ども手当減額 12年２月 ４千億円
年少扶養控除廃止など 12年６月 ４千億円
復興増税（所得税） 13年１月 ３千億円
復興増税（住民税） 14年６月 １千億円
年金保険料引き上げ 毎年10月 ２兆４千億円
医療・介護保険料引き上げ 12年　　 １兆円程度

合計　合計　20兆20兆円程度円程度

　

安
倍
政
権
の
社
会
保
障
切

り
捨
て
政
策
や
消
費
税
増

税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
な
ど
を
問

う
参
院
選
が
21
日
に
迫
っ
て

い
る
。
歯
科
医
師
の
立
場
か

ら
ど
の
よ
う
な
選
択
が
求
め

ら
れ
る
の
か
。
重
視
す
べ
き

争
点
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

戸
井
逸
美
政
策
部
長
に
語
っ

て
も
ら
っ
た
。（
新
聞
部
）

受
診
で
き
な
い

　

協
会
が
実
施
し
た
「
２
０

１
２
年
会
員
意
見
調
査
」
で

は
、
過
去
１
年
間
で
経
済
的

理
由
と
思
わ
れ
る
治
療
中
断

の
患
者
を
経
験
し
た
会
員
は

75
％
に
達
し
た
。「
学
校
歯

科
治
療
調
査
」
で
は
、
学
校

検
診
で
「
要
治
療
」
と
判
断

さ
れ
た
児
童
の
半
数
以
上
が

受
診
し
て
い
な
い
こ
と
も
判

明
し
た
。

　

無
保
険
や
窓
口
負
担
を
苦

に
、「
誰
も
が
安
心
し
て
受

診
で
き
る
」
と
い
う
国
民
皆

保
険
制
度
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
追
い
出
さ
れ
る

人
が
後
を
絶
た
な
い
。
医
療

を
受
け
ら
れ
な
い
人
や
貧
困

に
陥
っ
た
人
を
救
う
の
は
国

の
役
割
だ
が
、
い
ま
の
政
治

は
歯
科
医
師
や
患
者
の
願
い

と
は
正
反
対
の
方
向
に
進
ん

で
い
る
。

消
え
た
皆
保
険

　

自
民
・
公
明
・
民
主
３
党

で
昨
年
夏
に
成
立
さ
せ
た
社

会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
で

は
、
社
会
保
障
を
国
民
の
権

利
で
は
な
く
、「
自
助
・
共

助
」「
家
族
相
互
及
び
国
民

相
互
の
助
け
合
い
」
と
規

定
。
条
文
か
ら
は
「
国
民
皆

保
険
」の
文
言
す
ら
消
え
た
。

　

安
倍
政
権
の
主
要
な
会
議

で
は
、
受
診
抑
制
や
治
療
中

で
、
国
策
に
よ
っ
て
〝
医
療

難
民
〞
を
さ
ら
に
増
や
そ
う

と
し
て
い
る
の
が
実
態
だ
。

　

参
院
選
で
は
、医
療
・
社
会

保
障
改
悪
を
進
め
る
政
治
に

厳
し
い
審
判
を
下
し
、
国
民

の
命
と
健
康
を
守
る
政
治
に

根
本
か
ら
転
換
す
る
こ
と
が

だ
。
投
資
効
果
を
考
え
る
な

ら
ば
、
公
共
事
業
よ
り
も
経

済
波
及
効
果
・
雇
用
誘
発
効

果
が
高
い
社
会
保
障
分
野
に

投
入
す
べ
き
で
あ
り
、
効
果

の
乏
し
い
分
野
へ
の
財
政
出

動
は
、
将
来
世
代
に
借
金
を

押
し
付
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

「
成
長
戦
略
」
で
は
、
雇

用
の
規
制
緩
和
と
称
し
て
残

業
代
を
ゼ
ロ
に
す
る
制
度
や

断
の
問
題
は
一
切
触
れ
ず
、

「
高
齢
者
の
窓
口
負
担
を
１

割
か
ら
２
割
に
倍
増
」
や

「
少
額
の
治
療
費
は
全
額
自

己
負
担
」
と
い
っ
た
国
民
負

担
の
議
論
ば
か
り
を
繰
り
返

し
て
い
る
。
保
険
医
療
ま
で

自
己
責
任
に
し
て
い
く
考
え

切
実
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

景
気
回
復
せ
ず

　

こ
の
間
の
情
勢
を
見
て
い

て
気
に
な
る
の
は
、
安
倍
政

権
の
経
済
政
策
に
対
す
る
大

手
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
中
心

解
雇
し
や
す
い
「
限
定
正
社

員
」
の
導
入
な
ど
、
経
団
連

の
意
向
に
沿
っ
た
検
討
を
重

ね
、
い
わ
ゆ
る
〝
ブ
ラ
ッ
ク

企
業
〞
を
合
法
化
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を

見
据
え
、
混
合
診
療
の
解
禁

や
株
式
会
社
の
病
院
経
営
の

参
入
な
ど
、
医
療
・
社
会
保

障
の
「
営
利
化
・
市
場
化
」

を
進
め
て
い
る
。
医
療
を
金

ど
、
特
異
な
歴
史
認
識
・
人

権
感
覚
を
持
っ
た
政
治
家
が

憲
法
改
定
を
主
張
し
て
い
る

こ
と
に
注
視
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

貧
困
や
格
差
が
拡
大
す
る

な
か
で
こ
そ
生
存
権
を
保
障

す
る
た
め
に
も
、
憲
法
を
守

り
、
生
か
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

和
し
よ
う
と
画
策
し
て
い

る
。
憲
法
を
変
え
や
す
く

し
、
９
条
改
定
を
狙
う
思
惑

が
透
け
て
見
え
る
。

　

安
倍
首
相
は
、
過
去
の
日

本
の
戦
争
に
お
け
る
侵
略
行

為
を
認
め
て
い
な
い
。
橋
下

徹
維
新
の
会
共
同
代
表
は

「
慰
安
婦
は
必
要
だ
っ
た
」

な
ど
と
暴
言
を
繰
り
返
す
な

れ
ば
な
ら
な
い
。

９
条
改
憲
狙
う

　

憲
法
を
め
ぐ
っ
て
は
、
改

憲
の
発
議
要
件
を
定
め
た
96

条
の
改
定
が
取
り
沙
汰
さ
れ

て
い
る
。
自
民
党
や
維
新
の

会
は
こ
の
要
件
を
国
会
の
３

分
の
２
か
ら
２
分
の
１
に
緩

の
住
民
に
甚
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
。
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
や

米
軍
基
地
の
辺
野
古
移
転
は

基
地
撤
去
を
願
う
地
元
住
民

の
思
い
を
踏
み
に
じ
る
こ
と

に
な
る
。

　

多
様
な
争
点
の
根
本
に
共

通
す
る
の
は
、
歪
ん
だ
自
己

責
任
路
線
や
異
常
な
大
企
業

偏
重
主
義
、
過
剰
な
米
国
従

属
な
ど
の
古
い
自
民
党
の
政

治
体
質
だ
。
国
民
の
生
活
や

健
康
を
守
る
と
い
う
国
家
の

責
任
が
あ
ま
り
に
も
軽
視
さ

れ
て
い
る
。

政
治
変
え
る
力

　

国
民
は
２
０
０
９
年
の
総

選
挙
で
貧
困
と
格
差
、
医
療

崩
壊
を
つ
く
り
だ
し
た
自
公

政
権
に
ノ
ー
を
突
き
つ
け
、

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人

へ
」
を
掲
げ
た
民
主
党
政
権

を
選
ん
だ
。「
構
造
改
革
反

対
・
福
祉
優
先
」
の
政
治
へ

方
向
転
換
さ
せ
た
の
は
、
世

論
と
運
動
の
力
だ
。

　

そ
の
後
の
12
年
の
総
選
挙

で
は
、
公
約
を
裏
切
っ
て

「
構
造
改
革
」
路
線
を
進
め

た
民
主
党
政
権
に
厳
し
い
審

判
を
下
し
た
。
し
か
し
、
民

意
が
反
映
さ
れ
な
い
選
挙
制

度
の
な
か
、
４
割
の
得
票
で

８
割
の
議
席
を
占
め
た
自
民

党
が
何
の
反
省
も
な
い
ま
ま

従
来
の
政
治
を
続
け
よ
う
と

し
て
い
る
。

　

私
た
ち
の
投
票
次
第
で
政

治
の
方
向
性
は
決
ま
る
。
参

院
選
で
は
、
国
民
の
命
運
を

左
右
す
る
多
く
の
課
題
が
問

わ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
社

会
保
障
切
り
捨
て
の
「
構
造

改
革
」
政
治
に
改
め
て
ス
ト

ッ
プ
を
掛
け
、
歯
科
医
師
や

患
者
の
要
求
を
実
現
す
る
勢

力
を
伸
ば
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

保
障
へ
の
投
資
は
経
済
成
長

に
直
結
す
る
こ
と
か
ら
、
診

療
報
酬
の
引
き
上
げ
も
不
可

欠
。
さ
ら
に
非
正
規
雇
用
の

増
加
に
歯
止
め
を
掛
け
、
ま

と
も
な
賃
金
を
保
障
す
る
こ

と
で
内
需
拡
大
を
図
ら
な
け

　

参
院
選
の
争
点
は
、
景
気

対
策
・
社
会
保
障
・
消
費
税

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
原
発
・
米
軍
基

地
・
憲
法
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
。
社
会
保
障
の
切
り
捨
て

や
消
費
税
の
増
税
は
国
民
生

活
に
直
に
打
撃
を
与
え
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
や
原
発
再
稼
働
は

一
次
産
業
や
医
療
、
被
災
地

　

景
気
回
復
の
一
番
の
近
道

は
、
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
の
６
割
を
占
め
る
家
計

を
支
援
し
、
内
需
を
拡
大
す

る
こ
と
だ
。
自
・
公
・
民
に

よ
る
政
治
で
国
民
生
活
は
、

年
金
削
減
や
介
護
保
険
料
値

上
げ
、
所
得
税
増
税
、
物
価

上
昇
、
賃
金
下
落
な
ど
、

「
14
重
苦
」
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
。
暮
ら
し
を
足
元
か
ら

支
え
る
政
治
こ
そ
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
消
費
税

増
税
を
ス
ト
ッ
プ
し
、
医
療

の
窓
口
負
担
の
軽
減
や
高
す

ぎ
る
国
保
料
の
引
き
下
げ
、

低
年
金
の
改
善
、
待
機
児
童

の
解
消
な
ど
に
予
算
を
手
当

て
す
る
必
要
が
あ
る
。
社
会

れ
た
格
好
だ
。
現
政
権
の
路

線
を
容
認
す
れ
ば
、
診
療
報

酬
の
改
善
は
望
め
な
い
ど
こ

ろ
か
、
受
診
抑
制
に
よ
る
患

者
減
少
や
消
費
税
増
税
に
伴

う
損
税
負
担
の
上
昇
な
ど
で

歯
科
医
療
危
機
に
拍
車
を
掛

け
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

会
員
意
見
調
査
で
は
医
業

所
得
４
０
０
万
円
未
満
が
最

多
の
２
割
を
占
め
、
30
代
で

は
３
割
に
達
し
た
。
歯
科
医

療
改
善
は
待
っ
た
な
し
の
状

況
だ
。
医
療
・
社
会
保
障
を

抜
本
的
に
改
善
す
る
勢
力
の

拡
大
が
な
け
れ
ば
、
歯
科
医

療
は
成
り
立
た
な
く
な
る
。

国
民
は
14
重
苦

た
。
消
費
税
増
税
に
よ
る

「
社
会
保
障
の
充
実
」
は
、

増
税
前
か
ら
早
く
も
裏
切
ら

　

安
倍
政
権
は
経
済
財
政
運

営
の
「
骨
太
方
針
」
で
社
会

保
障
費
の
削
減
を
明
確
に
し

と
し
た
過
度
な
期
待
感
だ
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
「
金
融
緩

和
」「
財
政
出
動
」「
成
長
戦

略
」
の
三
つ
の
柱
は
、
い
ず

れ
も
国
民
に
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
す
に
も
関
わ
ら
ず
黙
殺

し
て
い
る
。

　

「
金
融
緩
和
」
で
確
か
に

も
う
け
の
場
に
す
れ
ば
、
医

療
格
差
が
生
じ
、
受
診
で
き

な
い
国
民
を
大
量
に
生
み
出

す
こ
と
は
米
国
の
例
を
見
れ

ば
明
ら
か
だ
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
い
ず

れ
も
日
本
経
済
を
支
え
る
中

小
企
業
や
労
働
者
に
は
恩
恵

が
及
ば
ず
、
経
済
全
体
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
に
は
つ
な
が

ら
な
い
。

「
円
安
・
株
高
」
は
進
行
し

た
が
、
史
上
10
番
目
の
大
暴

落
を
記
録
し
た
５
月
23
日
を

境
に
株
価
は
乱
高
下
し
て
い

る
。
賃
金
上
昇
の
動
き
は
一

向
に
見
ら
れ
ず
、
５
月
の
毎

月
勤
労
統
計
調
査
に
よ
る
と

所
定
内
給
与
は
前
年
同
月
比

マ
イ
ナ
ス
０
・
２
％
と
12
カ

月
連
続
で
減
少
。
金
融
機
関

の
貸
し
出
し
や
企
業
の
設
備

投
資
も
増
え
て
い
な
い
。
実

体
経
済
は
改
善
し
て
い
な
い

ば
か
り
か
、
円
安
に
よ
る
物

価
高
や
ロ
ー
ン
金
利
の
上
昇

で
国
民
生
活
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。

医
療
を
営
利
化

　
「
財
政
出
動
」は
、
大
型
公

共
事
業
に
巨
費
を
投
入
す
る

時
代
錯
誤
の
利
益
誘
導
政
治

治療が必要だが　　　　　
歯科を受診していない児童

社
会
保
障
改
悪
勢
力
に
審
判
を

社
会
保
障
改
悪
勢
力
に
審
判
を

消費税増税で経済は悪化すると試算

日経新聞デジタルメディアの
「NEEDS」予測
日経新聞デジタルメディアの
「NEEDS」予測

日米・世界モデル
研究所の
「DEMIOS」予測

日米・世界モデル
研究所の
「DEMIOS」予測

電力経済研究所電力経済研究所

0.00%
1 年目 2年目 3年目 4年目 5年目

内閣府だけ
成長率アップ経

済
の
落
ち
込
み（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

-1.00%
-2.00%
-3.00%
-4.00%
-5.00%
-6.00%
-7.00%
-8.00%

受診して
いない
50.2％

受診して
いない
50.2％

治療完了
または
治療中
49.8％

治療完了
または
治療中
49.8％

「学校歯科治療調査」から「学校歯科治療調査」から


